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1. はじめに
2018年に突入した時代を生きる我々は目下













































































































































































































テ ム 操 作 使 用 に 最 適 で あ る。 認 識 エ リ ア は
RealSenseから0.2~1.0 mが高精度な動作捕捉が可
能な理想的動作領域として定義されており、執刀
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4. おわりに
本稿ではインテルテクノロジーを例に我々が開
発に取り組んだ医療ソリューション開発の実例を
共有した。冒頭にも述べた通り、デジタル技術は
加速的に進化を遂げており、今後我々が従来想像
もしえなかった技術が世の中を変えてくことは想
像に難くない。医療分野においてもそれは同様で
あり、新たな治療法、新たな薬が不治の病を克服
していくことであろう。未来医学研究会員である
我々は情報にあふれる時代に生きる人間として、
科学的根拠に基づいた真実に基づき未来へつなが
る医療を創造していくべきと考える。
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2009年	 東京電機大学大学院先端科学技術研究科修了　
	 博士（工学）
2009年	 東京女子医科大学先端生命医科学研究所
	 先端工学外科学分野博士研究員
2010年	 同　特任助教
2012年	 ハーバード大学医学部／
	 ブリガムアンドウィメンズ病院放射線科　特任研究員
2014年	 東京女子医科大学　博士（医学）取得
2015年～	 東京慈恵会医科大学　先端医療情報技術研究講座　
	 訪問研究員
2017年～	 早稲田大学大学院　先進理工学研究科　非常勤講師
2017年～	 株式会社日立製作所ヘルスケアビジネスユニット
	 外科治療ソリューション本部主任技師
2017年～	 東京女子医科大学　先端生命医科学研究所　
	 非常勤講師
2017年～	 福島県立医科大学　医学部　非常勤講師
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